
● 89 ● JAひがしみの

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
生
育

適
温
は
、15
〜
20
度
で
冷
涼

な
気
候
を
好
み
ま
す
。耐
寒

性
は
強
い
で
す
が
暑
さ
に

は
弱
く
、25
度
以
上
に
な
る
と
生
育
が
衰
え

ま
す
。冬
取
り
は
栄
養
価
が
高
く
、甘
味
も
増

し
最
も
お
い
し
い
で
す
。11
月
上
旬
頃
ま
で
に

種
ま
き
を
し
ト
ン
ネ
ル
栽
培
で
栽
培
で
き
ま
す
。

【
品
　
種
】

　
秋
〜
冬
ま
き
で
は
、寒
さ
に
強
く
、低
温
で

も
よ
く
伸
び
る
品
種「
オ
シ
リ
ス
」（
サ
カ
タ

の
タ
ネ
）、「
伸
兵
衛
」（
タ
キ
イ
種
苗
）な
ど
、

特
徴
の
あ
る
品
種
で
は
、葉
に
切
り
込
み
の

多
い「
冬
ご
の
み
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、寒
締
め

栽
培
向
き
に
は
葉
に
縮
み
の
あ
る「
雪
美
菜

０
２
」（
雪
印
種
苗
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
畑
の
準
備
】

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
酸
性
土
を
嫌
う
た
め
、

事
前
に
１
平
方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰
１
５
０ｇ

を
畑
全
体
に
散
布
し
て
、よ
く
耕
し
て
お
き

ま
す
。次
に
１
平
方
ｍ
当
た
り
化
成
肥
料（
Ｎ

Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）２
０
０
ｇ
と
堆
肥
２
㎏

を
土
と
よ
く
混
和
し
て
お
き
ま
す（
図
１
）。

【
種
ま
き
】

　
幅
70
〜
80
㎝
、高
さ
５
〜
10
㎝
の
栽
培
床

を
作
り
、
平
ら
に
な
ら
し
ま
す
。
畑
が
乾
燥

し
て
い
る
と
き
は
、潅
水
し
て
土
壌
水
分
が

適
度
な
状
態
に
し
て
お
き
ま
す
。マ
ル
チ
栽

培
で
は
15
㎝
間
隔
の
黒
色
穴
開
き
シ
ー
ト
を

使
い
ま
す
。

　
条
間
15
㎝
、深
さ
２
㎝
程
度
の
ま
き
溝
を

切
り
、１
㎝
間
隔
に
種
ま
き
し
ま
す（
図
２
）。

１
㎝
く
ら
い
覆
土
を
し
、た
っ
ぷ
り
潅
水
し

ま
す
。

【
ト
ン
ネ
ル
の
被
覆
】

ト
ン
ネ
ル
資
材
は
有
孔
フ
ィ
ル
ム
を
使
用

す
れ
ば
日
中
は
高
温
に
な
ら
ず
、徒
長
を
防

げ
ま
す（
図
３
）。

【
間
引
き
と
追
肥
】

　
１
回
目
は
発
芽
が
そ
ろ
っ
た
と
き
に
込
み

合
っ
て
い
る
所
を
抜
き
取
り
、そ
の
後
、２
〜

３
回
に
分
け
て
間
引
き
、１
本
立
ち
に
し
ま
す
。

マ
ル
チ
な
し
の
栽
培
で
は
最
終
的
に
株
間
を

５
〜
６
㎝
に
し
ま
す
。ま
た
、草
丈
10
〜
15
㎝

の
頃
、１
平
方
ｍ
当
た
り
化
成
肥
料
30
ｇ
を

追
肥
し
、株
元
に
軽
く
土
寄
せ
し
ま
す（
図
４
）。

【
収
穫
】

　
草
丈
25
㎝
く
ら
い
が
収
穫
の
目
安
で
す
が
、

30
㎝
程
に
な
っ
て
も
お
い
し
さ
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。株
元
の
根
を
鎌
や
は
さ
み
で
切
り
取
り
、

枯
れ
葉
を
除
い
て
２
０
０
ｇ
く
ら
い
に
束
ね

ま
す
。な
お
、寒
締
め
栽
培
は
収
穫
２
〜
３
週

間
前
に
ト
ン
ネ
ル
を
開
放
し
、寒
さ
に
さ
ら

し
ま
す
。葉
が
厚
く
な
り
、放
射
状
に
広
が
っ

た
ら
収
穫
し
ま
す
。

近年全国各地区におい
て雑草イネの発生が確認さ
れています。
雑草イネとは水田に自生

して雑草となるイネのことで、
前年に倒状などによりこぼ
れた種子（脱粒）が水田で
越冬して世代交代を繰り返
すイネとなります。また、雑草イネは脱粒しやすい性質
がある為、対策を実施しない場合、翌年以降に増殖・蔓
延します。さらに、種子は赤色や褐色に着色しているた
め、着色粒として、収穫した玄米に混入する被害が問題
になることから早めの対策が必要です。

秋おこしは行わず不耕起状態で越冬する。
石灰窒素の散布もこぼれ籾の防除に有効です。

除草剤の3回体系処理の実施。

収穫作業は適期作業に努める。

雑草イネを見つけたら、抜き取って処分する。

代掻きは、既に発芽した雑草イネが十分埋め込まれる
ように、荒代と植代の2回に分けて行う。
また、田面は凹凸の無いように均平化を心がける。

トラクターなどの作業機械に種子が付着し他
圃場への拡大の原因となる為、発生圃場で
の作業後は機械の清掃を徹底する。
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農業用使用済プラスチック資材を回収します

雑草イネの対策はお早めに！

ＪＡひがしみのでは、環境に優しい農業を目指して、農業用使用済資材の
回収に努めています。
　今年も各地域で行いますのでご利用ください。

１２月１日（金）１０～１４時
加子母トマト選果場

１２月５日（火）１０～１４時
坂本ライスセンター
恵那カントリーエレベーター
福岡なす選果場

１２月７日（木）１０～１４時
恵南アグリセンター

回収日時・場所

回収方法
それぞれの回収場所まで各個
人で持ち込みをお願い致します。
重量測定（原則、運搬車毎計量）
をしてフレコンに詰め込みます。

回収する資材

使い終わったビニールハウスのビ
ニール、マルチ、肥料袋、育苗箱、
ポットなどです。これらの使用済
資材は廃棄物処理法で産業廃棄
物に指定されています。

※当日は印鑑を必ずご持参
ください。

お問い合わせ先

●ハウス用ビニール ●マルチ
●肥料袋　●育苗箱　●ホース類
●プラスチック杭　●セルトレー
●ブルーシート　●マイカー線
●塩ビ菅及び継手　等

代金について
回収した資材の処理費用については、
購買未収金にて請求させていただきます。

※マルチ等の泥は落としてから、お持ち込みください。
※金属部分のついているものは、事前に取り外し
てください。
※ハウス用ビニールは、マイカー線がついている
ものは取り外してください。
※その他のものについては各アグリセンターまで
お問い合わせください。

中津川アグリセンター　℡：0573-62-4141
恵那アグリセンター　℡：0573-26-2982
恵南アグリセンター　℡：0573-56-2171
恵那北アグリセンター　℡：0573-72-4113
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10日前

１回目
防除 初期剤

３回目
防除 中期剤

２回目
防除

初中期
一発処理剤

田植え 10日後 20日後

か
ん
す
い

化成肥料

苦土石灰

堆肥
図1  畑の準備

図2  種まき

図3  トンネルの被覆

図4  追肥
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提出を忘れていませんか？


